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0
・
・
:
都
市
計
画
法
は
、
大
正
八
年
に
制
定
さ
れ
て
以
来
、
我
が
国
都
市
計
画
行
政
の
基
本
法
と
し
て
運
用
さ
れ

:
O

。
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
都
市
計
画
法
は
寸
前
度
経
済
成
長
に
伴
う
都
市
施
設
の
整
備
の
た
め
に
、

;

0

0
・
:
重
要
な
役
割
を
果
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
ま
す
ま
す
激
し
く
な
る
都
市
化
の
波
に
対
処
す
る
た
め
、
両
目
。

。
を
一
新
し
て
全
曲
改
正
が
行
な
わ
れ
、
本
年
の
六
月
十
四
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
新
都
市

:
i
O

oe--i
計
画
法
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

o

i

・0

解
決
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
十
分
で
な
い
の
で
「
農

業
振
興
地
域
の
整
備
隅
に
関
す
る

法
律
」
と
い
う
法
も
去
る
七
月

一
日
に
成
立
し
ま
し
た
が
、
両

者
あ
い
ま
っ
て
、
住
民
の
福
祉

を
向
上
し
よ
う
と
い
う
も
の
で

こ
れ
ら
の
法
制
度
の
適
切
な
実

施
が
望
ま
れ
て
い
ま
す

M

の
建
築
を
目
的
と
し
た
間
開
発
行

為
は
原
則
と
し
て
規
制
さ
れ
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
訂
作
分
は
永

久
的
な
も
の
で
は
な
く
、
都
市

計
図
的
区
域
全
体
に
つ
い
て
、

お
お
む
ね
五
年
ど
と
に
行
な
わ

れ
る
基
磁
調
査
に
基
づ
い
て
再

検
討
さ
れ
る
こ
主
に
な
っ
て
い

ま
す
。以

上
の
区
域
区
分
が
土
地
利

用
の
蕊
本
、
と
な
h
J
市
街
化
区

域
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
細
か

に
区
分
し
て
土
地
の
使
い
方
を

は
っ
き
り
さ
せ
る
た
め
に
、
住

田
伯
・
市
間
業
・
工
業
な
ど
の
用
途

地
域
を
定
め
、
用
途
に
見
合
っ

た
建
築
の
規
制
制
を
は
か
つ
て
工

場
と
住
宅
と
の
混
在
を
さ
け
、

住
み
よ
い
街
づ
く
り
を
進
め
て

行
〈
わ
け
で
す
。

道
路
、
上
下
水
道
、
公
関
、

小
中
学
校
な
ど
の
都
布
施
設
に

つ
い
て
は
、
総
合
的
に
計
一
鈎
し

逐
次
整
備
を
凶
れ
ツ
ま
す
‘
計
画

的
に
街
づ
く
り
を
進
め
る
方
法

主
し
て
は
、
土
地
区
磁
整
理
事

業
、
新
住
』
笠
巾
街
地
開
発
事

業
、
工
業
団
地
造
成
事
業
、
市

街
地
再
附
開
発
事
業
等
の
市
街
地

開
発
事
業
が
あ
り
ま
す

都
市
計
画
の
き
め
方

従
来
は
す
べ
て
控
設
大
包
が

都
市
計
画
を
き
め
て
お
り
ま
し

た
が
、
新
法
で
は
大
憾
に
そ
の

権
限
が
地
方
公
共
団
体
に
委
譲

さ
れ
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
幾

つ
か
の
市
町
に
ま
た
が
る
よ
う

な
、
あ
る
い
は
関
係
の
あ
る
よ

う
な
広
域
的
、
根
幹
的
都
市
計

画
は
知
事
が
建
設
大
原
の
許
可

を
得
て
決
め
、
そ
の
他
の
飽
々

の
都
市
計
商
は
市
町
長
が
知
事

の
承
認
を
得
て
決
め
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す

p

都
市
計
図
の
案
を
作
成
十
る

七
月
十
日
付
で
、
役
場
内
の

人
事
異
動
を
行
な
い
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
(
)
内
は
附
所
属

剤
師
で
す
。

@
総
務
諜
付
後
藤
茂
(
建
設

課
長
)
@
建
設
課
長
飯
田

致
夫
(
農
林
商
工
課
長
)
@

農
林
商
工
課
長
森
田
政
夫

院
聞
に
、
必
姿
が
あ
る
主
認
め
る

主
き
は
、
公
絡
会
の
開
催
、
説

明
書
の
配
布
等
を
行
な
い
、
さ

ら
に
都
市
計
画
を
決
定
し
よ
う

も
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
案
を
二

週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
し
て
、

意
見
書
の
提
出
が
で
き
る
制
度

主
な
っ
て
い
ま
す
。

最
終
的
に
決
定
す
る
ま
で
に

は
、
県
の
都
市
計
留
地
方
審
議

会
の
議
を
経
て
、
関
係
各
省
と

も
協
議
の
う
え
決
め
ら
れ
ま

す。

開
発
行
換
の
規
制

市
街
地
の
無
秩
序
な
発
燥
を

抑
制
し
、
合
理
的
な
土
地
利
用

を
図
る
た
め
に
都
市
計
画
上
必

要
な
土
地
利
用
の
制
限
が
あ
り

ま
す
。す

な
わ
ち
、
都
市
計
画
沢
餓

内
で
建
物
を
建
て
る
た
め
に
土

地
に
手
を
加
え
て
そ
の
灰
函
や

形
質
な
ど
を
変
え
る
等
の
開
発

行
為
を
し
よ
う
と
す
る
人
は
、

知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
を
審
査

す
る
機
関
と
し
て
県
に
開
発
審

査
会
が
置
か
れ
ま
す
c

特
に
市
街
化
爵
繋
区
凶
駒
山
内
に

お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の

な
ど
、
市
街
化
区
域
内
で
建
築

す
る
こ
主
が
因
畿
宜
た
は
不
通

当
な
も
の
で
な
け
れ
ば
許
可
さ

れ
ま
せ
ん
。

①
そ
の
地
域
に
住
む
人
々
の

日
常
生
活
に
必
要
な
物
品
の

販
売
、
加
工
、
修
理
の
た
め

の
庖
や
事
業
場
を
建
て
る
目

的
で
行
な
う
も
の

②
固
ま
た
は
県
が
助
成
す
る

中
小
企
業
の
共
同
化
、
集
団

化
の
事
業
の
建
物
を
建
て
る

目
的
で
行
な
う
も
の

@
加
刷
物
資
曲
師
、
観
光
資
品
開
そ

の
資
制
附
の
有
効
な
利
用
上
必

〈
農
業
委
員
会
事
務
局
長
)
@

農
業
委
員
会
出
向
村
上
久
(

総
務
課
)
⑨
総
務
諜
付
今

井
敬
総
務
課
)
@
給
務
説

付
泊
回
二
三
夫
{
企
画
室

)
@
総
務
課
付
小
池
政
治

(
建
設
課
』
@
住
民
課
秋

出
紀
子
(
収
納
諜
〉
@
収
納

課
綿
毛
長
幸
(
課
税
制
師
」
@

収
納
謀
染
谷
陽
子
(
住
民
課

)
@
課
税
制
師
笈
川
功
(
収
納

課
)

町の人口
昭和44年6月30日現在

男 19.435人前月比 28人増

女 19.勿3人グ 53q 

計 39.428人 81 " 

i!!:術数9.684佐市グ 25世帯増

6月の犬口動態

男女 計

出生 35人 39人 74人

転入 112人 109人 221人

死亡 7人 7人 14人

転出 112人 88人 2∞人

要
な
建
物
を
建
て
る
目
的
で

行
な
う
も
の

④
温
度
、
湿
度
、
空
気
等
に

つ
い
て
特
別
の
自
然
条
件
を

必
要
と
す
る
事
業
の
た
め
の

建
物
を
建
て
る
目
的
で
行
な

う
も
の

①

A
R
林
漁
業
用
の
建
物
X
は

農
林
水
産
物
の
処
理
、
加
工

等
に
必
要
な
建
物
を
建
て
る

目
的
で
行
な
う
も
の

⑥
市
街
化
謁
整
区
域
が
決
定

さ
れ
た
際
、
向
分
の
建
物
や

業
務
用
の
建
物
を
建
て
る

H

的
で
土
地
の
権
利
を
有
し
て

い
た
人
が
、
区
成
ぽ
一
分
決
定

の
日
か
ら
六
力
月
以
内
に
知

事
に
届
け
出
て
、
そ
の
日
的

に
従
っ
て
五
年
以
内
に
行
な

う
も
の

①
開
発
区
山
崎
の
同
積
が
二
十

ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
も
の
で

市
街
化
区
域
に
お
け
る
市
街

化
の
状
況
か
ら
み
て
、
計
画

的
な
市
街
化
を
図
る
う
え
に

支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る

も
の

な
お
、
次
に
掲
げ
る
開
発
行

為
に
つ
い
て
は
、
知
事
の
許
可

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん

①
市
街
化
区
域
内
の
開
発
行

為
で
そ
の
規
模
が
一
千
平
方

l
ト
メ
ル
未
溺
の
も
の

②
市
街
化
調
整
区
域
に
お
い

て
農
林
漁
業
用
の
ま
何
台
、
温

室
等
の
建
物
ま
た
は
こ
れ
ら

の
業
務
を
営
む
昔
の
住
居
を

建
て
る
目
的
で
行
な
う
も
の

③
公
共
約
、
公
益
的
施
設
を

建
設
す
る
た
め
の
も
の

④
土
地
区
霞
獲
理
事
業
主
し

て
行
な
う
も
の

①
公
有
水
面
の
題
立
地
で
あ

っ
て
、
ま
だ
埋
立
し
ゅ
ん
工

認
可
を
受
け
て
い
な
い
土
地

に
お
い
て
行
な
う
も
の

①
非
常
災
害
の
た
め
応
急
的
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法

の
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本

的

な
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、

健
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で

文

化

的

な

都
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穫

量
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の

見
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す

で
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1
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1
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削
考
え
方
は
、
次
の
よ
う
な
こ

k

T

織
能
的
な
都
市
活
動
産
に
市
街
化
し
て
い
る
区
域
主

山

川

を

主

民

的

と

し

て

い

ま

す

。

保

す

る

こ

と

を

目

的

と

し

て

お

お

む

ね

十

年

以

内

に

、

優

先

的

措

日

諮

問

目

当

部

川

@

都

市

と

農

村

と

の

調

和

り

そ

の

内

容

は

次

の

通

り

で

計

倒

的

に

ほ

域

化

し

よ

う

と

す

富

自

白

交

酢

三

本

市

一

色

川

@

快

適

な

都

巾

生

活

と

憐

能

す

o

る
区
成
で
、
そ
の
た
め
に
都
市

轟

明

日

一

季

語

的

な

都

市

づ

く

り

士

地

利

用

語

は

、

無

秩

序

一

蓄

の

た

め

の

公

共

投

資

実

覇
盛
田
…
灘
お
J

長

年

川

@

合

理

的

な

土

地

利

用

な

市

街

化

(

ス

プ

ロ

1
ル
現
象
中
さ
せ
る
阪
城
で
す
。
ま
た
、

額
醐
鱒
幽

n
a
h

活
翻
翻
臨

-
ω
?
骨・ゐ

臨
腿
協
議
題
九
ι奈
川
完
-u

川

し

た

が

っ

て

、

新

し

い

法

律

主

呼

ば

れ

て

い

ま

す

α

〉
を
防
こ
の
区
域
で
は
、
農
地
転
用
は

九日

h
r
r
}
ひ
一
~
~
一
一
伝
説
酬
は
、
今
ま
で
以
上
に
町
民
の
皆
止
し
、
計
画
的
な
市
街
化
を
図
詐
可
制
制
か
ら
鼠
け
防
制
に
変
わ

圏

轟

襲

撃

さ

・

川

さ

ん

の

日

常

生

活

に

も

大

き

な

る

た

め

、

都

市

計

画

上

の

配

慮

り

、

皇

室

長

害

復

悶

事

圏
轟
欄
抽
出
諮
問
目
前
影
雪
及
ぼ
す
も
の
で
あ
り
ま
都
市
計
画
の
内
容
を
必
要
と
す
る
区
域
富
市
計
業
な
ど
や
む
を
え
な
い
範
捌
で

鞠
岡
山
ヨ
¥
志
張
関
川
す
の
で
、
こ
の
法
律
の
辺
旨
・
都
市
計
一
聞
は
、
一
定
の
土
地
図
区
域
と
し
、
市
街
化
区
域
主
行
な
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

覇
空
…
一
一
て
た
お
川
内
容
を
よ
く
知
っ
て
お
い
て
い
利
用
計
画
の
も
と
に
道
路
、
公
市
街
化
調
整
区
域
の
二
つ
に
区
す
u

脇
陣

d
議
題
。
ど
:
ム
一
堀
川
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
圏
、
上
下
水
道
な
ど
の
都
市
施
分
し
ま
す

tτ
」
れ
を
区
域
区
市
街
化
爵
繋
震
域
は
、
市
街

一
一
奈
川
思
議
川
淡
い
土
地
を
有
効
に
利
用
し
設
を
整
備
し
、
市
街
地
開
発
事
分
と
い
い
ま
す
ο

)

告
書
お
さ
え
よ
う
と
す
る

覇
艶
詩
語
川
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
発
肢
を
図
業
を
実
施
し
て
、
都
市
の
健
全
市
街
化
区
言
、
都
市
計
画
区
号
、
暴
投
資
も
穏
当
に

轟

轟

=ι日…器削
る
に
は
、
都
市
計
画
法
の
み
で
な
発
展
と
秩
序
あ
る
整
備
を
図
区
域
に
お
け
る
今
後
の
人
口
、
行
な
わ
れ
、
住
宅
や
工
場

E

自
認
灘
匙
按
務
整
備
よ
い
書
附
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-
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l
l
J

E
韻
盟
関
品
主
奈
川
一
土
地
や
家
屋
を
売
っ
た
場
た
も
の
で
、
早
く
売
る
ほ
ど
ら
他
の
所
得
の
み
の
税
額
を
験
し
か
で
き
ま
せ
ん
o

一

躍
?
?
噛
明
日
記
官
一
合
の
護
所
得
は
、
従
来
他
有
利
に
な
る
わ
け
で
す
o

差
し
引
い
た
蓄
の
百
十
パ
ま
た
、
適
用
の
夙
序
は
以
一

釜
山
容
器
踏
切
の
所
得
と
合
算
し
て
税
義
昭
和
四
十
四
年
か
ら
凶
十

1
セ
ン
ト
相
当
額
か
い
づ
れ
上
の
主
お
り
で
、
長
期
譲
渡
一

窓
会
一
品
目
一
…
§
品
市
川
一
税
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
六
年
ま
で
所
得
税
十
パ

l
セ
か
高
い
方
の
金
綴
と
さ
れ
、
の
百
万
円
は
重
複
し
て
控
除
一

・
主
主

=zz品
問

、

さ

れ

ま

せ

ん

。

築
山
内
容
討
議
州
一
の
税
法
改
正
に
よ
り
譲
渡
ン
ト
、
町
県
民
税
四
パ

l
セ
か
な
り
高
い
税
金
…
ι納
め
る
旧
法
に
あ
る
厨
使
用
賀
換
一

s
d目
指

冊

目

出

川

一

所

得

だ

け

分

け

て

課

税

す

る

シ

ト

こ

と

に

な

り

ま

す

制

度

は

、

新

法

で

は

認

め

ら

一

、

i
川
一
分
離
課
税
の
方
式
が
採
用
さ
昭
和
四
十
七
年
か
ら
四
十
特
例
と
し
て
は
、
収
用
買
れ
て
お
り
ま
せ
ん
(
四
十
四
一

「

F

一
川
一
れ
税
率
な
ど
も
大
一
絡
に
変
わ
八
年
ま
で
所
得
税
十
五
パ

1

収
さ
れ
た
場
合
の
代
替
制
度
年
十
二
月
末
日
廃
止
)
。
事
一

一

小

一

間

一

り

ま

し

た

の

で

、

そ

の

あ

ら

セ

ン

ト

、

町

県

民

税

五

八

i

適
用
ま
た
は
特
別
捜
除
一
千
業
用
賀
換
も
特
定
の
土
地
の
一

一

打

1

一

川

一

ま

し

を

説

明

い

た

し

ま

す

。

セ

ン

ト

二

百

万

円

の

い

づ

れ

か

選

譲

渡

に

よ

る

外

は

土

地

(

農

一

一

都

市

川

一

出

法

で

は

、

保

有

期

間

が

~

;

v

t

;

地
)
の
m
貝
換
は
で
き
な
く
な
一

一

党

員

杭

一

川

一

一

ニ

年

を

越

え

て

い

た

場

合

を

税

正

土

柏

崎

や

家

麗

の

譲

渡

は

早

く

る

な

ど

内

容

が

大

き

く

幸

一

一

川

初

脚

す

一

川

一

長

期

譲

渡

と

し

て

い

ま

し

た

地

故

-

ま

け

M
T
M一
品

目

お

一

一

納

矧

坤

J

一

剛

一

が

、

新

法

で

は

昭

和

凶

十

三

土

制

売

る

掠

ど

有

利

で

す

色

つ

い

て

は

、

新

出

雲

一

一

引

j

J

U

戸
川
一
年
ま
で
に
取
得
し
て
、
保
有

'

J

い
づ
れ
か
有
利
な
方
を
選
択
制

一

乃

μ
ゃ
れ
レ
五
一
期
闘
が
五
年
を
越
え
る
も
の
昭
和
田
十
九
年
か
ら
五
十
択
、
居
住
用
家
屋
ハ
敷
地
を
に
よ
っ
て
適
用
す
る
こ
と
が
一

一

。

康

か

額

一

町

〔

四

十

』

年

一

月

一

目

、

ら

年

ま

で

所

得

税

二

十

パ

セ

合

さ

の

譲

渡

し

た

場

合

の

で

き

ま

す

。

一

一

月

一

時

制

州

市

一

四

月

八

百

ま

で

の

問

に

計

ン

ト

占

県

民

税

六

パ

ハ

セ

一

千

万

円

、

公

団

な

ど

の

土

今

回

の

大

縞

改

正

に

つ

い

町

一

翼

再

開

一

を

越

え

丈

い

る

も

の

を

合

ン

ト

地

区

画

整

恩

事

業

に

よ

り

譲

て

本

年

は

昨

年

以

上

に

早

期

!

一

8

信

M

A
一
川
一
ぎ
を
長
期
譲
渡
と
し
、
そ
話
蓄
の
税
額
は
、
短
渡
し
た
場
合
の
六
百
万
円
、
説
明
会
員
き
た
い
と
計
頭
一

一

税

金

;
-
m
一
れ
以
外
は
す
べ
て
短
期
譲
渡
期
譲
渡
所
得
の
所
専
税
は
四
特
定
住
宅
地
造
成
の
一
二
百
万
し
て
い
ま
す
が
、
お
急
ぎ
の
一

一

品

税

め

一

川

一

に

な

り

ま

し

た

。

十

パ

i

セ
ン
ト
、
住
民
税
は
円
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
同
一
方
や
個
々
の
簸
渡
り
あ
っ
た
一

一

堺

一

縦

一

長

期

談

波

の

税

額

は

、

議

十

二

パ

ー

セ

ン

ト

相

当

額

か

に
行
な
う
も
の

⑦
仮
建
設
物
、
車
庫
、
わ
昆

等
そ
の
他
軽
易
な
も
の

都
市
計
厨
施
設
の
区
域
内

の
建
築
の
制
限

円
滑
な
事
業
の
実
施
を
図
る

た
め
、
都
市
計
画
と
し
て
由
化
め

ら
れ
た
道
路
、
公
園
、
下
水
道

学
校
等
の
施
設
の
区
域
及
び
市

街
地
陶
発
事
業
の
区
域
内
で
建

築
を
行
な
お
う
と
す
る
時
は
、

知
事
の
許
可
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
特
に
知
事
が
指
定
し
た
区

域
内
で
は
、
建
物
を
建
て
る
こ

と
が
全
面
的
に
禁
止
さ
れ
ま

す
。
そ
の
代
り
に
、
土
地
の
所

有
者
は
知
事
ま
た
は
事
業
施
行

者
に
対
L
、
土
地
の
買
取
リ
を

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
事
業
施
行
有
は
売
買

が
行
な
わ
れ
よ
う
と
す
る
土
地

に
つ
い
て
買
主
に
先
ん
じ
て
先

買
い
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
(
こ
れ
に
対
し
て
も
土
地

の
所
有
者
は
、
そ
の
土
地
の
買

取
り
請
求
が
で
き
ま
す
。
〉
さ

ら
に
都
市
計
罰
事
業
を
施
行
す

る
段
階
で
は
、
土
地
の
形
質
を

変
更
し
た
り
、
建
築
坊
や
工
作

物
を
建
て
た
り
、
移
動
が
容
易

で
な
い
物
刊
を
置
い
た
り
す
る

こ
主
は
、
事
業
の
支
障
と
な
る

お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
知
事
の

許
可
を
必
要
と
し
ま
す
。

以
上
は
、
新
都
市
計
画
法
の

う
か
戸
、
特
に
関
係
の
あ
る
点
の

あ
ら
ま
し
で
す
が
、
さ
ら
に
今

後
P
R
を
重
ね
て
行
き
た
い
k

思
い
ま
す
。
町
民
の
山
甘
さ
ん

も
、
自
分
に
関
係
す
る
点
が
で

き
た
ら
、
法
律
を
よ
く
お
読
み

に
な
る
こ
と
も
必
要
で
す
し
、

ま
た
役
場
都
市
開
港
認
に
お
問

い
合
ゼ
く
だ
さ
れ
ば
訴
し
く
お

教
え
い
た
し
ま
す
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w
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一
附
利
内
十
例
年
一
治
二
密
開
花
税
関
び
内
人
役
の
給
与
却
す
に
開
閉
す
る
交
の
後
綴
鋭
び
に
共
同
設
問
臥
問
問
絡
に
か
か
る
程
一
銭
金
の
計
算
方

一
殺
係
子
町
総
会
は
、
六
月
二
ナ
品
市
側
関
の
一
郊
改
正
に
作
い
、
こ
体
数
の
数
郊
に
作
い
改
正
す
る
持
政
の
附
明
父
化
、
そ
の
抽
出
所
総
の

一
七
日
か
ら
七
月
九
日
ま
で
人
間
前
期
れ
に
融
市
終
し
て
期
末
手
当
の
ム
ヌ
も
の
で
す
8

制制時比
-V
町
議
融
制
す
る
た
め
で
十
do

Hr
士
一
一
活
問
闘
を
も
っ
て
行
な
わ
れ
整
芸
品
批
正
し
た
も
の
で
す
o

V

我
孫
子
ち
漫
経
媛
県
警
諮
問

V
我
孫
子
主
主
計
}
霊
祭
綴

蜘
踏
ま
し
た
o

w

v

我
孫
子
常
一
総
菌
戦
的
験
関
附
の
制
民
申
官
補
償
条
僚
の
一
総
数
ザ
広
告
の
一
部
改
正
日
間
開
繁
一
可
決
総

日

ζ
m
り
談
会
に
は
十
勺
紛
然
が
給
与
に
演
す
る
粂
制
問
の
…
総
数
原
案
可
決
且
南
波
の
総
務
官
常
務
市
計
震
比
仙
波
び
に
総
湾
総
比
仙
の

日
掴
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
コ
秘
制
緩
正
時
原
案
可
決
後
淡
泌
総
R
w
h

の
変
動
に
か
ん
が
み
、
非
時
的
齢
期
一
部
を
改
正
す
る
淡
作
に
伴
い

の
ー
を
撤
回
し
、
後
や
十
双
議
船
識
に
伴
う
物
総
母
上
m河
川
い
慾
災
し
抽
出
時
間
随
員
、
非
常
勤
成
時
間
団
員
幾
乏
の
務
撫
附
設
す
る
た
め
の
も

斜
つ
い
て
紋
滅
後
怜
刷
会
総
っ
た
総
て
、
本
年
波
山
ハ
n
n
v
い
交
リ
給
す
る
ま
た
は
、
州
制
約
作
業
に
従
事
L

8

で
す
。

和
泉
い
ず
れ
も
燦
銭
円
総
哲
可
決
さ
勤
勉
子
山
燃
の
支
給
率
を
犠
額
す
た
こ
と
に
よ
り
死
似
し
た
場
合
マ
殺
孫
子
湾
出
間
開
問
師
陣
康
保
険
税

務

れ

ま

し

た

。

る

も

め

で

す

。

に

お

け

る

公

消

却

災

申

官

補

償

譲

際

条

例

の

一

絞

殺

T
Z
n
一
線
案
可
決

一

V
時
世
間
関
子
町
長
、
勤
役
、
投
入

V
千
幾
漆
沼
海
町
村
教
員
恩
給
制
附
女
別
引
き
上
げ
る
盤
す
む
た
め
の
嶋
中
刀
税
法
的
一
相
識
を
教
廷
す
る

一

役
A
W
総
与
努
に
開
閉
す
る
条
例
の
総
合
後
期
臨
繁
建
組
合
規
約
の
司
も
の
で
す
お
淡
叫
聞
に
伴
い
、
鍵
廷
の
骨
盤
拘
棋
を

一
一
蕊
改
渓
議
議
案
可
決

ζ
れ
附
附
改
rZ3335e
臨
時
葉
巧
渋
仲
間
機
的

V
我
孫
子
町
税
条
制
問
等
の
一
鯵
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

一
は
従
求
、
一
絞
伝
日
闘
に
綴
じ
て
改
正
に
伴
い
条
文
の
然
出
樹
及
び
殺
証
H
原
案
可
決
柏
崎
方
後
淡
V
委
託
契
約
の
締
終
日
綴
臨
時
…
町

一
文
総
さ
れ
て
い
た
鮎
知
数
争
終
一
に
ゆ
旬
の
整
備
泥
び
に
拙
臨
時
探
知
和
A

材
料
の
俳
部
を
改
正
す
る
仲
間
徐
に
と
決
口
H

本
住
宅
公
開
闘
の
尚
北
品
開

一
つ
い
て
、
こ
れ
を
備
畑
中
本
予
感
刊
に
の
名
称
変
更
に
作
い
改
叩
必
ず
る
も
な
い
、
住
民
災
叙
の
終
淡
お
宅
拍
増
田
開
条
卒
業
に
伴
う
都
市
計

一

繰

り

入

れ

る

も

の

で

す

。

も

の

で

す

。

ょ

び

会

縫

化

安

綴

る

た

め

務

彼

画

事

業

務

泳

会

柿

崎

町

仇

糾

明

利

関

十

こ

V
我
孫
子
町
救
済
後
総
会
救
世
荷
曹
マ
手
事
指
摘
間
一
市
町
村
公
平
委
員
会
品
開
綴
丹
市

ι

上
げ
、
お
よ
び
個
人
四
年
皮
下
水
波
線
終
ヱ
奈
の
施

t

開
買
の
給
与
官
邸
び
勤
務
時
間
等
に
共
同
開
設
鐙
幾
紛
の
乙
郁
改
正
日
住
民
税
僻
村
総
数
如
棋
の
鈍
刀
剣
割
を
十
行
を
総
綾
瀬
時
滑
に
よ
れ
ツ
中
究
施
す

む
隅
捕
す
る
祭
削
開
め
内
部
改
正
括
原
躍
即
時
持
き
淡
品
世
間
開
設
燈
一
部
事
ニ
悶
悶
と
す
る
こ
と
に
伴
う
規
定
る
た
め
の
も
の
で
す
ω

あ

極

端

夏

草

子

喜

助

役

及

務

総

2
2出
品
更
に
伴
う
条
の
語
、
な
ら
び
に
修
正

Z
V
X議
襲

撃

t締

結

長

〈門
M

附閉経叫
vu~
の
制
度
が
判
判
耐
用
で
、
共
同
収
集
に
ど
協
力
い
れ
ん

様
替
数
説
の
ご
利
用
を

H
H
H
Zる
よ
う
に
な
り
ま
し
主
主
主
区
に
つ
い
て
は
、
協

で
、
ど
割
判
開
m
く
だ
さ
い
。
〈
悶
m

縮
織
の
う
え
、
毎
月
、
総
月
の
後

部
執
は
役
場
絞
納
幾
に
あ
れ
ツ
ま
納
巡
回
開
絞
袋
、
泌
総
制
制
緩
に
附
加

す

。

)

じ

ま

す

。

個
人
事
品
島
市
制
慌
に
つ
い
て
の
お
湾
総
潔
韓
関
綴

問
い
合
わ
せ
ば
、
察
官
吋
品
開
支
庁
電
綴
〈
師
側
〉
一
一
玄
糊
間
七

税
務
潔
減
税
務
付
総
〈
後
議
、

A
V
育
児
相
談

凱
糾
戸
約
九
一
}
…
出
打
線
九
番
)

へ

し

て

く

だ

さ

い

。

今

月

の

育

児

制

相

談

は

次

の

居

制
相
で
行
な
い
ま
す
。

A
V
A
R
措
晴
お
往
支
一
所
u
u
八
丹
波

口
H
J
六
呉
、
糸
線
上
湾
紙
'
峠
闘

員
八
万
七
日
H
J
人
口
三

。
該
当
者
期
間
北
、
縁
仏
紙
品
機
以

昭
和
凶
十
三
年
八
潟
、
九
尭

昭
和
凶
十
附
悶
和
十
一
月
、
二
月

余
れ
の
乳
児

A
V
録
制
関
与
惜
別
十
略
吋
か
ら
正
午

ま
で
、
午
後
一
時
か
ら
午

後
一
一
一
鈴
ま
材
、
で
す
。

な
お
、
母
子
手
持
択
を
忠
れ
ず

ど
持
参
く
だ
さ
い
。
袋
線
子
織

広
は
九
月
に
行
な
い
ま
す
の
匂

ど
了
承
回
聞
い
ま
ず
。

十
六
議
案
を
原
案
通
り
可
決

消
防
団
長
等
公
務
災
害
補
償
条
関
の
一
部
改

な
ど

事現IA 

八
月
は
制
搬
入
事
業
の
納
期
で

目
、
没
率
制
剤
耐
問
、
品
制
ト
ザ
側
酬
な
ど

を
記
入
し
、
市
中
燃
が
あ
れ
ば
本

年
度
に
滋
号
袖
撚
糸
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
と
と
し
か
ら
、
支
庁

や
銀
行
線
へ
山
同
内
問
か
な
く
て

も
、
納
税
T
き
る
綬
替
叫
納
税

八
日
月
は
、
相
閑
人
道
端
批
判
悦
の
約

制
摘
で
す
。
忘
れ
ず
に
側
期
限
ま
で

に
絞
め
ま
し
ぶ
う
。

開
問
人
事
災
後
は
、
仲
間
律
改
正

で
療
繁
務
災
義
援
臨
賄
側
倒
的
引
き

あ
げ
〈
減
税
さ
れ
る
こ
と
)
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

一
す
な
わ
ち
、
事
業
市
吋
絵
本
骨
後

…
体
賄
側
嗣
げ
か
、
青
品
門
出
申
告
の
も
の
に

…
つ
い
て
は
所
得
制
棋
の
育
品
防
潮
時
災

前
翁
与
綴
と
関
門
績
に
、
内
問
的
ゆ
傍

訓
唱
の
も
出
り
に
つ
い
て
は
俸
制
帆
十
五

側
一
々
丹
市
」
引
き
あ
げ
ら
れ
ま
し

郵
と
。

諸
ー
な
が
、

mm件
数
の
申
告
さ
に

揮
官
引
役
目
4
A潟
に
関
す
る
事
項
。

一
波
紋
も
-
A
な
ど
の
あ
っ
た
場
A
O

同

一
で
も
、
九
円
十
円
円
ま
で
に
文

畿
に
よ
号
、
寄
託
者
の
氏
名
、

…
本
一
気
主
主
ひ
れ
札
柄
引
、
生
年
月

有

料

コ
句、、

収

集

共
間
収
集
に
協
力
を
グ

危
険
物
不
紳
獄
絵
絡
め
以
持
献
に

つ
い
亡
将
、
作
然
災
時
不
足
な

ど
に
よ
り
ど
潟
地
慾
セ
お
か
け
し

ま
し
た
が
、
ぷ
ぃ
仰
を
緊
急
処
理
担

す
べ
く
潟
政
務
カ
い
た
し
て
お

号
ま
す
。
ね
闘
用
品
也
殺
と
し
て
お

出
申
し
込
み
札
町
受
げ
て
い
る
役
併

に
つ
い
て
は
、
婿
md仇
誕
祭
で
き

る
よ
う
に
計
一
袋
し
て
終
決
め
だ

向
に
進
め
て
お

F
ま
す
。

ま
た
、
収
物
慨
に
ウ
い
て
判
明
田
畑

一
お
申
し
込
み
の
な
い
ん
点
は
至
急

泌
総
点
申
し
込
み
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

今
後
役
、
一
ニ
ヵ
月
に
…
回
線

俊
は
必
ず
然
出
向
絞
祭
す
る
よ
う

努
力
い
た
、
レ
ま
す
窃

町
会
ま
た
は
ブ
U

ク
グ
織
的
批

察
可
決
我
孫
子
添
市
役
師
側
制
問

時
一
一
・
一
・
又
号
綴
下
ケ
一
戸

中
里
線
〉
は
、
日
本
校
総
A
副総

務
北
台
む
地
開
発
際
的
城
山
内
で
あ

号
、
工
事
の
…
関
投
か
ら
こ
れ

安
委
託
し
、
務
行
す
る
た
め
の

も
市
り
で
す

V
鼎
執
務
早
d

附
吋
酌
吋
舵
盟
設
置
条
例
を

綴
点
ず
る
条
副
都
mw
制制定
E
原
潔

可
淡
町
援
制
関
由
民
を
は
滋
止
し
、

税
mm
予
防
医
師
刷
会
会
員
を
駒
内
側
楠

部山際

ιし
て
愛
媛
し
、
予
時
間
蹴
棺

輯
棚
暗
常
務
波
び
に
保
掛
随
行
掛
料
金
加
慨

に
わ
た
り
協
力
し
て
い
た
だ
く

た
め
の
も
の
で
す
。

V
我
孫
子
町
特
射
殺
の
餓
幽
闘
で

非
常
務
の
も
の
の
報
酬
開
設
ぴ
費

出
問
弁
陣
慌
に
泌
す
る
条
例
の
一
線

改
漢
詩
綴
出
動
可
決
野
即
応
設
置

糸
例
の
総
止
に
品
作
い
、
改
正
し

た
も
の
で
す
。

V
酎
，
滋
路
線
の
廃
止
と
常
遂
脚
鯖

絞
め
認
定
も
、
と
も
に
銀
出
掛
滋

ぜ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
七
月
の
然
二
限

定
僚
会
か
ら
帥
駒
内
視
絞
殺
ゆ
で
あ

っ
た
常
道
路
紬
税
約
蜘
脚
立
に
つ
い

て
も
僚
出
品
滋
ザ
一
時
油
消
寄
れ
ま
し

r。
な
お
、
沖
付
州
制
に
つ
い
て
は

後
日
海
行
の
議
会
報
を
お
抽
緩
み

く
だ
さ
い
。

開
発
協
会
役
場
内
に
事
務
所
移
転

公

共

用

地

の

先

行

取

得

な

ど

ν

伊
燦
府
酬
が
れ
勝
、
グ
飯
田
山

崎
駄
犬
、
グ
綴
品
幡
市
骨

+m.
グ

雌
桝
本
俳
民
大
鮒
即
‘
グ
森
田
正
夫

腕
恥
感
染
井
豆
、
出
也
事
務

総
蕊
照
的
開

一
一
、
隊
員

事
務
局
長
今
弁
品
別
〈
総
務

課
)
、
業
務
用
部
長
検
問
凶
一
一
エ
…

夫
(
木
正
爾
室
〉
、
数
崎
明
同
部
小

抽
出
品
貼
次
ハ
出
魁
淵
臨
終
〉
、
庶
務
係

十
八
回
掠
党
枚
、
噺
刑
務
係
小
池
誠

品
拘
四
伸
子
脚
内
閥
開
発
協
会
は
、
問
問

物
相
公
十
九
年
に
設
立
さ
れ
今
誌

に
誠
治
っ
た
唱
で
す
が
、
去
る
L
h

n
々
日
十
八
日
に
理
事
長
門
会
終

予
防
災
)
を
残
し
て
般
の
後
災

は
金
部
改
選
さ
れ
ま
し
た
。

こ
母
役
員
改
嚇
地
{
部
制
仇
悦
録
名

制加担問
d

に
よ
っ
て
事
務
制
問
も
狭

孫
子
供
・
役
場
ハ
刊
行
時
以
後
一
一
泌
総

務
線
的
問
〉
に
移
転
す
る
と
主
に

決
ま
り
、
-
V

い
例
月
十
円
肖
に
事
務
一
段

な
附
附
殺
し
ま
し
た
。

開
発
協
会
の
職
員
〔
別
世
間
〉

も
代
わ
れ
ソ
ま
し
た
が
今
起
の
よ

う
に
ど
協
力
、
ご
指
導
を
同
開
り

た
く
お
緩
い
卒
し
あ
げ
ま
す
。

附
開
発
協
会
は
、
民
法
務
一
一
一
十

周
条
で
設
定
す
る
会
談
仲
間
人
で

あ
り
財
閥
法
人
と
し
て
千
桑
系

知
事
の
許
…
吋
役
受
け
て
設
立
さ

れ
た
も
の
で
す
。
開
発
協
会
は

我
孫
子
陀
の
郷
市
づ
く
り
が
ス

ム
ー
ズ
に
滋
か
よ
う
に
、
町
。

制
一
副
滋
げ
い
骨
織
づ
い
て
、
土
池
、
建

物
の
滋
梢
持
ま
た
は
、
造
成
中
島
内
務

絡
を
行
な
う
も
り
で
ゐ
号
、
と

の
こ

k
が
少
し
で
も
み
な
事
ん

方
の
生
活
向
上
に
プ
ラ
久
し
、

釘
行
財
殺
に
も
校
以
内
ゾ
と
と
も
忽

答
品
別
と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
校
講
と
し
て

は
、
今
後
数
織
の
綴
保
、
計
画

街
路
の
開
m然
出
帆
悩
押
な
ど
を
主
な

も
の
、
と
し
て
お
ち
ま
す
が
、

J
I

A

み
紺
帥
浴
時
既
設
の
た
訟
に
1uw
一
安
な

公
共
闘
用
地
の
先
行
取
得
も
急
ま

れ
て
お
り
ま
す
υ
阪
ら
れ
十
ぷ

掛
喝
の
出
T
で
行
な
わ
れ
る
こ
れ
ふ

r

の
欄
開
発
行
為
は
符
さ
ん
方
の
ど

協
力
な
く
し
て
は
で
き
な
い
も

の
ば
か
り
マ
ゐ
り
ま
す
の
で
、

こ
の
紙
上
を
か
り
て
絶
大
な
る

ご
交
凶
憾
の
ほ
ど
お
闘
い
い
た

し
ま
す
。

次
F
h

俳
誌
刑
制
員
の
氏
名
を
お
知

ら
喰
い
た
し
ま
す
。

一
、
役
員

理
事
長
品
開
中
小
品
紺
務
常
務

裂
が
後
成
後
、
別
組
事
務

保
偽
助
、
グ
本
川
川
川
市
、
グ

出甲
H

れ
…
持
、
守
山
中
野
茂

夏

休

み

に

多

子

供

の

緩
和
等
夏
に
た
る
と
変
漁
心
事
故

が
多
発
し
て
い
ま
す
。

主
か
く
笈
は
掛
布
惑
の
た
め
滋

労
に
な
旬
、
ま
た
、
惨
殺
も
宵
昆

体
み
に
入
争
、
制
刊
の
ゆ
る
み
が

で
て
家
数
も
多
く
な
り
ま
す
の

で
、
次
丹
よ
う
な
こ
主
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

…‘

w批
は
設
さ
m
り
た
め
と
か
く

漁
労
に
な
与
が
ち
で
す
。

こ
ん
な
と
き
無
期
暗
殺
し
て
裁

を
運
転
す
る
と
つ
い
餓
脱
線

ち
遂
綜
に
な

9
‘
大
き
な
常
事

故
を
起
こ

L
や
ず
い
の
で
、

返
労
滋
絞
令
紛
ぐ
た
め
次
の

点
に
十
八
労
務
叙
し
て
く
だ

決
M

い。

。
絞
れ
て
い
る
と
怒
っ
た
ら

中
臨
仇
依
然
楠
鳴
に
怒
転
せ
ず
さ
し

鍛
え
る
u

。
材
開
出
陣
容
を
退
転
す
る
と
き

減
、
途
中
と
き
ど
曽
休
み
な

が
ら
遂
訟
す
る
な
ど
、
耐
肱
労

、
'し.、通

事

故

を
少
な
く
す
る
よ
う
に
、
心
が

け
る
。

…
一
、
子
供
の
数
渦
川
添
紋
州
問
ιι

。
官
民
は
き
び
し
い
偽
物
宮
に
よ
る

心
身
の
端
野
晶
沼
地
、
、
変
休
み
に

入
っ
た
樹
体
協
棋
の
金
総
の
変
化

な
ど
が
術
部
開
蹴
で
、
こ
ど
も
の

後
滋
豪
放
が
い
ち
ば
ん
多
い

の
は
八
月
で
す
。

。
近
く
に
横
断
歩
考
か
あ
る

と
こ
ろ
で
は
必
ず
静
岡
等
に
し

た
が
っ
て
予
を
あ
げ
て
淡
り

ま
し
ょ
う
。

。
患
の
渓
鋭
、
樹
齢
日
後
は
決
し

て
液
ら
な
い
。

O
滋
総
ふ
ん
で
思
議
び
を
さ
せ

な
い
。

O
後
激
の
激
し
い
送
時
聞
で
島

配
制
裁
に
の
ら
な
い
。

こ
れ
ら
の
こ
と
に
十
分
波
紋

し
と
、
暑
い
夏
安
利
記
述
本
品
爪
の

な
い
、
楽
し
い
笈
品
悼
み
に
上
た

い、も
m
り
で
す
。

め
W

鴇
総
務
部
試
を
次
昭

k
お
h

ノ
行

な
い
ま
す
の
-
で
ど
利
潤
〈
だ
君

、。‘hv o日
時
八
月
十
八
銭
円
月
V

午
前
九
時
一
一
一
十
分
か
ら
午
後

三
時
ま
で

。
崎
明
務
総
終
予
防
福
祉
セ
ン

タ
ー
ハ
的
役
場
庁
舎
)

。
蛸
惜
枇
鶴
市
円
相
骨
施
設
入
所
希
議

絞
融
制
、
教
育
相
相
談
、
年
余
州
制

地
献
金
様
相
相
談
、
そ
め
俄
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